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藻類の研究や調査で問題に突き当たった場合に必ず手にす

る，いわゆるハンドブック的な著書がいくつかある。古くは広瀬

弘幸先生の 「藻類学総説」であり，最近では西沢一俊・千原光

雄先生編著の「藻類研究法」である。個人的で、はあるが，洋書

では Fritschの rSTRUCTUREAND REPRODUCTION OF 

THEALGAEJや Fottの rALGAENKUNDEJを良く手にし

た。これらはそれぞれの時代に藻類学の名著の評価を受けてき

た。本書はこれらに匹敵する新たな名著の登場である。

藻類学の基礎と応用の 2編より成り，第 l編の「藻類の

基礎」では近年分子系統解析により集積された客観的な情報

に基づき刷新された生物界全体の分類体系に沿って藻類の分

類，形態，生活史，生態に関する基礎生物学的基盤が明解に

解説されている。併せて従前より藻類に特有な生理学的特徴

を新たな視点、を導入 し， それらの要点を適切に纏めている。

第2編の 「藻類の応用」では藻類が関係する upto dateな

諸問題を広い視野で，これまでには見られない項目の選択と

配置が行われている。応用研究に必須技術で、ある藻類の分離

培養保存法(基礎研究でも必須)から始まり ，環境科学調査

に関係の深い分類計二あるいは藻類が関与する自然 ・社会現象

の理解と対策，エネルギー問題解決の道へのメ ッセージとし

て最近注目されている「石油藻類Jの紹介，食料素材として

の藻類，藻類の生理活性を利活用する医薬関連物質，工業素

材(可能性を含めた)としての藻類抽出物質についてまで，

先駆的な構成で、バランス良く盛り込まれている。ここに本書

の斬新さが伺える。
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本書の簡潔な項目名には，キーワー ドによるイ ンターネ ッ

ト検索の便利さが巧みに取り入れられ，その一方各項目の割

り当て頁数は必要最小限にとどめ られ，そこに専門性豊かな

内容をコンパクトに記述するとし寸方針がとられている。こ

れはインターネットの常用が不可欠であり，またそれでは満

たされない知的欲求を補完しなければならない IT化の時代

の情報収集に即した発惣であり，これからの著書編纂のスタ

ンダードを示しているといえよう。

藻類に関する膨大な生物学的な内容と学際的な学問分野の

広さ を 176項目に厳選し，それぞれの項目に対して我が国を

代表する藻類学および関連分野の新進気鋭の研究者と豊かな

経験をもっ中堅 ・ベテランの研究者 116名によって見事にカ

ノTーしているのも本書の特徴である。これだけの研究者に執

筆依頼し，原稿を とりまとめた編集委員会と委員長の労苦は

並大抵で、はなかったはずである。その労苦 と豊富なコンテン

ツを考えると，たとえ項目毎の体裁，表現や使用語の不統ー

があった としても，何ら評価に影響するものではない。また

執筆者の多くは日本藻類学会の会員であり ，本書は当該学会

のアクティビティ ーと学問的な質の高さを象徴しており，会

員の一人として誇ら しく思う次第である。

(山形大学名誉教授原慶明)




